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海岸ツィムシアン語の使役接辞について

子史間笹

On the Causative Affixes in Coast Tsimshian

Sasama, Funllko

l.|ま じめに

海岸 ツィムシアン語 (Coast Tsimshian)|ま カナダ、 ブリティッシュ・ コ

ロンビア州北西部およびアメリカ合衆国アラスカ州南東端で話される北米先住

民語のひとつである。

海岸ツィムシアン語には、他動詞語幹を形成するのに用いられる接辞がいく

つか存在する。随伴者を導入する接頭辞のtЭ
*1'witr、

共同作業者を導入す

る接頭辞のs01a― 'witr、 移動の起点や避難の対象を導入す るこons― ■way

from'、 そして使役的に用いられるso― 'makぴ ,kWon imake,tell,ask;、 そ し

て接尾辞の_i(_1)'make,tell,causざ である。これらの接辞については、Boas

1911, Dunn 1979, Dunn 1983, L/1ulder 1994, Sasama 2001な ど、 さまざま

1 海岸ツィムシアン語の表記は音素表記による。海岸ツィムシアン語の音素は以下の通りである。

子音p,Iず

t)すLllll上 Fhざ℃Iζtt i静
'ま ''W'4,?,c[S―

dd,Ch,8,え ,も 1,可剤,h,
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な先行研究で言及されているものの、簡単なグロスと数点の例があげられてい

るにすぎないものも多く、その詳細についてはほとんど記述されてこなかった。

本稿は、これら他動詞語幹を形成する接辞のうち、使役的な働きをもつ接辞

であるso¨ ,kWon‐ ,‐ i(-1)に 焦点をあて、これらが

。どのような音韻的おゝるまいをみせるか

・ どのような語幹 (あ るいは語根)につくか

。項関係はどのように変化するか

。使役者・被使役者にはどのようなものが観察されるか

を記述 し、 3つ の接辞それぞれの特徴を明らかにすることを目的とする。以下、

2節 でso― について、 3節 でkWon― について、 4節 で-1(‐ 1)に ついて、それぞ

れみてゆく。

なお、本稿で接頭辞とよぶ要素は、先行研究ではしばしば"particles"(例 え

ば Boas 1911)あ るいは
Hprocliticぎ '(例えばDunn 1979)と 呼ばれてきた。

しか しなが ら、音声的なあらわれ、ホス トの選択、接辞 。クリティック間の位

置関係、さらに重複との位置関係などからみて、これらが接頭辞であることは

明 らかであると思われる。

2  sO‐  'rnake'

接頭辞 sЭ ―は、母音 シュワを含む形を基本とするが、日蓋垂音、声門音に先

行するときはsa‐ の形をとる。

(1)so― mゝj拿
2     1。 pick berrieざ

sa‐4alm6:s    ■o fish fOr crabざ

2 本稿で用いた海岸ツィムシアン語の例はすべて筆者の現地調査で得たものである。海岸ツィムシ

アン語の現地調査は、文部 (科学)省科学研究費補助金 (特定領域研究 (A)(2)「 アラスカとカナ
ダ北西部の先住民言語の緊急調査」#12039222、 基盤研究 (C)「品詞の通言語的研究」#22520414)

の援助により、カナダ、プリティッシュ・ コロンビア州ハートレイ・ベイおよびプリンス・ルパー ト
にておこなわれた。調査に協力してくださったMildred Wilsonさ んをはじめとする話者の方々に感
謝したい。
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sa‐ h`:xk         ito make s.o. suffer, to annoy s.o.'

so― は、 自動詞語幹に使役的な意味を加えて他動詞語幹を派生するのに用い

られるが、名詞語幹について自動詞語幹を派生するのにも用いられる。名詞に

つ く場合は、その名詞を「作る」、または一般にその名詞に対 しておこなう作

業 (ベ リーなら「摘む」、魚介類なら「釣る、採る」、パ ンなら「焼 く」など)

を表す。まず、名詞語幹について自動詞語幹を派生する例をあげる。

b.so‐ mゝj    ■o pick berries'(宙 )

(4) a 4alm6:s   icrabl(n)

b.sa-4alm6:s  lto fish for crabs'(宙 )

次に、自動詞語幹について他動詞語幹を派生する例をあげる。状態を表す形

容詞的なものが多いが、海岸ツィムシアン語では形容詞は自動詞の下位分類と

して認められる。

(5)  a.  ?al`js       'to be lazy'(vi)

b.sa― ?al`js  to make s.o lazy'(vt)

(6)  a. kWtr:       'to be hungry'(vi)

b.  so_kWtr:     'to make s.o. hungry'(vt)

(7) a.m`xs    ■o grow(pl);(宙 )

b.sЭ m̈`xs    ito grow st(pl)'(vt)

so― により他動詞が派生 され る場合、元の自動詞主語 は派生 された他動詞 の 目
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的語となり、そして新たに導入された使役者が他動詞主語となる
*3。

以下、元

となる自動詞を含む例文をaに 、 so‐ により派生された他動詞を含む例文をbに

あげる。

(8) a.  ?al`js‐ o‐lu

lazy―E-lsg

iI'rn lazy l

b.  sa‐ ?alajs_。_iu=t

(9)a.

make-lazy-E-1sg:CN (name)

'Teresa made me lazy.'

tem k*ti:-n

TA hungry-2sg

'You will be hungry.'

se-k*tir-n turkey *a:m h6:m-t iir
make-hungry-Zsg turkey TA:2sg smell-3 tagQ

'The turkey made you hungry when you smelled it, didn't

it?'

3 海岸ツィムンアン語の格表示は能格型を基本とするため、自動詞主語と他動詞目的語が同様のマー

クを受けるのが一般的である。このため、対格型の言語と異なり、(8b),(9b)な どにおいて、使役
接辞を付加して形成された他動詞の目的語 (被使役者)は 自動詞主語のときと同じ形であらわれてい

る。 しかしながら、海岸ツィムシアン語において自動詞主語 。他動詞主語 。他動詞目的語がそれぞれ

実際にどのようにマークされるかは、接辞/ク リティック/自 立語の別、(接辞/ク リティックなら)

人称 (他動詞なら主語と目的語の人称関係)、 (自 立語なら)普通名詞か固有名詞か、テンス・ アスペ

クトマーカー等により決定され、特定の形式が常に「絶対格」「能格」の表示に用いられるわけでは
ない。また、条件によっては必ずしもきれいな能格型を示さないときもある。このため、本稿では

「絶対格」「能格」ということばは用いていない。海岸ツィムシアン語における格表示については、
Mulder(1994)お よび Sasama(2001)を 参照のこと。

Teresa

b
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(10)a  c6:q‐ a‐ iu         tonl ti         lu‐ spaqttt― h6kskW― u

embarrassed― E lsg TA on my.part in― among―join-lsg

ta    kJ`t

Prep people

'I am embarrassed to be amongst the people.'

b sa‐ qa‐c6:q=a         iapa_han`:n4=a

make― pl embarrassed=CN little(pl)― girl+Rdp=CN

na=qa― iokJ`tk_0-t

Pos=pl― parents― E-3

'The young girls embarrassed their parents'

(11)a.lu_?`lm q6■‐u   tas  Archie…

in―good  heart-lsg  Prep  (name)

Tm glad with Archie..'(lit h/1y heart is good inside with

Archie.)

b  so‐ lu‐?`:m=a    hak―h6ja   kapok缶 :lk=a  qo:t― u

make in―good=CN Rdp―clothes children=CN   heart-lsg

'The kidsi clothes made me happy.1

(12)a m`xs=a    kapotk缶 ■k

grow(pl)=CN children
iThe children are gro、

ving.'

b. so―m6xs=os     NIildred=a mocaqa16:

make grow(pl)=CN(name)=CN flower

'A/1ildred grOws flowers.'

so― をとることが観察 された自動詞語幹 には次のよ うな ものがあ った。状態

を表す、形容詞的な ものがほとんどであ った。
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〈so_を とる自動詞語幹〉

(13)    ?al`js ito be lazy', kWti 'to be hungry',

c6:q lo be embarrassed', kJ`mk■ o be hOザ
,

lu?`:rn 'to be g00d insidel, m6xs 'to grow' .¨

sЭ ‐により派生された他動詞の主語および目的語には以下のようなものが観

察された。人を表す名詞、人称接辞 。人称クリティックから物を表す名詞まで、

多様なものが用いられている。

〈主語〉

(14)  nЭ =(lsg), =top(lpl), Mildred, tapahanttna'young girlsi,

turkey, hakh6ja tclothes' .¨

〈目的語〉

(15)    ‐iu (lsg),  ‐n (2sg),  naqaiOkj`tkЭ t 'their parents',

q6:tu 'rny heart',  mocaqa16: 'flowersl,  ?`ks i、 vater' .…

人間が意図的に対象に働きかける例 (igrOw flowerざ ,'heat waterな ど)も

一部み られるものの、「七面鳥が腹をすかせた (=七面鳥のにおいで腹がすい

た)」「子供服が私を幸せにしてくれた (=子供服が届いて嬉 しかった)」 など、

主語が意図せずに目的語に作用 して、その結果目的語に何 らかの状態変化がお

きることを表す例が多い。主語 。目的語双方が人間の場合であっても、「テレ

サが私を怠けさせた (=テ レサがよく世話をやいてくれて、私はすっかり怠け

て しまった)」「少女たちが親を辱めた (=少女たちが何かよくないことをした

結果、親をはずか しい目にあわせた)」 など、意図的でない作用であることが

ほとんどである。
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3  kWon‐  irnake, tell, ask'

kWon‐ は、 自動詞語幹 または他動詞語幹 につ き、使役的な意味を もつ他動詞

語幹を形成す る
°4。

自動詞語幹 につ く場合、元の主語が新たな語幹の 目的語 と

なる。以下、aと a'に 元 となる自動詞語幹 とそれを含む文例 を、bと b'に kWon―

によって派生 された他動詞語幹 とそれを含む文例 をあげる。

(16)a.  kW6k             ito cook'(vi)

a. na=n   kW6k― o―nu

TA=lsg cook「 E-lsg

'I(already)cooked.'

kWon― kW6k         'to make/tel1/ask SO tO Cook'(vt)

na=t  kWon‐ kW6k― o‐iu=t    」uniOr=t    kj`:tk

TA=3 tell― cook― E-lsg=CN  (name)=CN last night

'Junior made me cook last night.:

(17) a. semhj 'to pick berries' (vi)

a'. na:n sombj-iu

TA:1sg pick.berries-1sg

'I picked berries.'

b. k*en-sembj 'to make/tell/ask s.o. to pick berries' (vt)

b'. na:t k*en-semhj-iu:t Angela

TA:3 tell-pick.berries-1sg:CN (name)

'Angela told me to pick berries.'

4 Shibatani(1976)は 、原因となるできごとが必ずしも結果の実現につながるとはいえない ■

told John to gdの ような文は使役と呼ぶべきではないとしている。Shibataniの あげた例同様、
kWon― による派生においても、少なくとも一部の例では 'Angela tOld me to pick berries(but I

wasn't able to do it)'の ように結果を否定することが可能であると確認されており、 これを純然
たる使役接辞と呼ぶことには問題があるかもしれない。しかしながら、後に述べるように、kWon―の

表す強制力には弱めの場合から強めの場合まで幅があること、また、kWon_が 2項動詞を使役的に派

生する唯一の手段であることから、本稿では考察の対象に含めている。kWon― の強制力にはどのよう
な要因が関係しているのか、どのような場合にどの程度結果の実現が要求されるのか、確かめる必要
があろう。

ｂ

　

ｂ



大阪学院大学 外国語論集 第63号

他動詞語幹についた場合は、元の他動詞の目的語がそのまま目的語 として使

われる一方で、元の主語は斜格で表される
*5。

海岸ツィムシアン語において、

斜格は前置詞 taま たは ?a(固有名詞の前ではtasま たは?as)に よリマークさ

れる。

(18)a j`:w4an       ■o feed s.o'(vt)

a' j`:waan‐ th_u lkWuw6:mik

feed_Tr_lsg  child

il fed the child.'

b kWOn可
`:w4an    

■。make/tel1/aSk(S.o.)to feed s ol(vt)

b' na kWon巧
`:W4an―

th‐u=t  Nanook tas  Angela

TA tell― feed― Tr-lsg=CN  (name) Prep (name)

'I told Angela to feed Nanook (=dogls name).'

(19)a  sttksol            'to clean s.t.:(vt)

al.  sa_saks。 1         'to clean off the top of s.t.1(vt)(sa¨  'off')

a"  sa― saksol_th_u     lax― ?61   st`:p

off― clean― Tr-lsg on― top  stove

ll clean the tOp of the stove.1

b.  kWon‐ sa―s`ksol     'to tell(s.o.)to clean off the top of s.t.`

(vt)

5 これは、海岸ツィムシアン語の動詞がとることのできる項 (斜格を除く)力 2`つ までであること
による。

なお、被使役者が明らかな場合、斜格で表れないことがある。次のbの例で斜格名詞 (あ えて補う
とta t6J(Prep me))が みられないことに注意されたい。

a  na   sqat6:s― u  loks6:q

TA c10se-lsg door
'I closed the dOOr'

b  na  kWon_sqaおs“ :s=。 s  Dayna no― woli卜u=t   kji6)p
TA tell c10se+Rdp=CN  (name)Pos eye lsg=CN yesterday
'Dayna told me to close my eyes yesterday'
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b'.  na  kWon_sa‐ s`ksol‐ th―u    lax― ?6:  st6:p  tas  Kayla

T´i tell― off― clean― Tr-lsg  on― top stove Prep (name)

'I told Kayla to clean off the top of the stove'

kWon_を とることが観察された語幹には、次のようなものがみられた。 自動

詞語幹、他動詞語幹の別にかかわらず、動作動詞
Ⅲ6が

多 く観察された。

〈kWon_を とる自動詞語幹〉

(20)    somゝ j 'to pick berriesi,  kW`k ito cook',  fil 'tO hurry',

taxsomhtttk'tO Stand stilr.¨

〈kWOn_を とる他動詞語幹〉

(21)  j`:waan■ O feed s.o', SaSaksЭ l'to clean off s.t',

h6:tk'to can s.o.:, m61a'to tell s.t.`,

kЭ k6111 'to look for s.t.' .…

他動詞主語としてあらわれる使役者には次のようなものが観察された。いず

れも人間を表す名詞または人称接辞・ クリティックであった。

〈主語〉

(22)   ‐u(lsg),  =t(3), 」unior, Angela, Dayna …

また、他動詞目的語 (元が自動詞語幹の場合)ま たは斜格 (元が他動詞語幹の

場合)で表わされる被使役者には次のようなものが観察された。 こちらも他動

詞主語同様、人間を表す名詞または人称接辞であった。

6 海岸ツィムシアン語において、動作動詞は jakWa(現 在),la tom(近 い未来における開始)な ど、
いくつかのテンス・アスペクトマーカーとの共起が可能である点で、状態動詞と異なる。
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(23) -iu (lsg), -n (2sg), kikurmjh:t 'his sons',

wecm6n 'policeman', Angela, Bert, Kayla ...

'make,tell,ask'摯 7と ぃぅ訳にもみられるように、接頭辞kWon_は 、人間であ

る使役者が人間である被使役者に口頭で要求することにより、何 らかの動作を

おこなわせることを表すといえよう。他動詞語幹につ くことが多いことも、こ

の接頭辞の特徴である。なお、kWOn‐ により表される働きかけの強制力は、強

めの場合 ('makぴ )か ら弱めの場合 (hskつ まで幅があるようである。

4.‐ 1(_1) 'make,tell,causざ

海岸ツィムシアン語において、屈折をおこなう語 (名詞・動詞)は、共時的

にそれ以上分解することのできない語根に、派生接辞、屈折接辞、重複がつい

て形成される。語根には、それ自身で語幹を形成できる (すなわち屈折接辞を

とることができる)自 由語根と、派生接尾辞をつけてはじめて語幹を形成する

ことのできる拘束語根とがある。自由語根については、語類 (名詞、動詞)や

結びつ く項の数 (1ま たは 2)が決まっているが、拘束語根についてはこれら

が未指定である。一i(-1)は、 2節・ 3節であげた接頭辞と異なり、語幹では

なく語根につく。

どのような語根につき、どのような主語 。目的語をとるのかをみる前に、 こ

の接尾辞の音韻的なあらわれについていくらか説明が必要であろう。語根が母

音で終わるときは、_1の ままの形がつ く。

(24)    kjllb:  ito stop` kjil6:-i 'to stop s.t.'

語根が子音で終わる場合、母音Э (口蓋垂音・声門音の隣ではa)が挿入され、

7 Boas(1902,1912)で は tauSe,Orderと ぃぅ訳語 も用いられている。



海岸ツィムシアン語の使役接辞について

_1の 声門化は失われる。ただ し、語根末の子音が破裂音・共鳴音の場合は、

_1の声門化が失われるかわりに語根末の子音が声門化される。 (語根末のハイ

フンは、その語根が自身では語幹をつ くれないこと、すなわち拘束語根である

ことを示す。)

‐1に先行する語根末の子音が歯茎の破裂音 。共鳴音の場合、 これ らの子音は

脱落する。

(25)  hal,ls 'to work'

sl:p―

ft*6't 'to be lost'

h6l-

ha{6ls-e-n 'to hire s.o.

si:i-e-n 'to love s.o.'

tl*6'-i 'to lose s.t.'

h6:-ri-' 'to fill s.t.'

h6taq-a-n 'to boil s.t.

sun6:ta-n 'to make s.o. tired'

(26)

語根の最終音節を担 う母音が強勢をもたない短母音である場合は、語根の末尾

が母音であっても破裂音 。共鳴音であっても、声門化は単に失われる。

(27)

声門化が必ず しもこの接尾辞内に観察されるわけでないため、先行研究にお

いてこの接尾辞はしばしば _n,_1の 形 (あ るいはそれに挿入母音を加えた形 )

で記述 されてきた (Boas 1911*9,Dunn 1979,Dunn 1983,Mulder 1994,

8 この例にみられる母音の長音化は、語根の最終音節を担う母音が強勢をもつ短母音である場合に

おこる。これは、現在のツィムシアン語において「強勢をもつ短母音+声門化子音」という連続が子

音または語境界の前で許容されないからである。詳しくは、Sasama(1997)を 参照のこと。
9 ただし、Boasは この接尾辞が一般に語幹末 (本稿でいう語根末)の子音を変化させることに言

及している。

h6faq-

sun6:1a 'to be tired'
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Stebbins 1999な ど)。 しかしながら、語根末に子音がないときに -1の形があ

らわれること、さらに音韻的な条件により先行の子音が声門化されることから、

本稿ではこの接尾辞が声門化という特徴を含むものとして、_1の 形で記述す

る。

いくつかの語根のあとでは、‐1の かわりに ―iが用いられる。

(28) p6'q 'to tear, to be torn'

s5ks-

p6:{-a-l 'to tear s.t.'

s6ks-e-l 'to clean s.t.'

-1は 、自由語根 (自 動詞語根)ま たは拘束語根について、他動詞語幹を形成

する
*Ю
。まず、自由語根 (自 動詞語根)についた例をあげる。aと が,ダ には元

となる自動詞語根 とそれを含む文例を、bと blに は -1に よって派生 された他

動詞語幹とそれを含む文例をあげる。

(2D a. krilb: 'to stop' (vi)

a'. {a krilb: se-mhj-u

TA stop pick-berry-1sg

'I stopped picking berries.' (lit. 'my

a". +a kjil6:-ju ta se-mbj-u

TA stop-lsg Prep pick-berry-lsg

'I stopped picking berries.' (lit. 'I
picking.')

berry picking stopped.')

stopped with my berry

10 Dunn(1979)は 、接尾辞 ―nが これ以外にも名詞から「～に似たもの」を表す名詞を派生 (例 え
ばk6:p'wavdか らq6:phon'fish heart,sOft palatざ を派生)し たり、名詞から「～と同 じような振
る舞いをする」を表す動詞を派生 (例えばt`xs f10underか らt`xson throw flat on the water'を

派生)す る機能をもつを記述している。しかしながら、Dunnに よってあげられている例には、両者
が派生関係にあることが疑間に思われるものが多い。今後より多くの例を集めることでDunnの記述
の正当性が確認される可能性もあるが、筆者は現時点ではこれらの機能について述べるに十分な資料
を得ていない。このため、本稿でこうした機能についてとりあげることはしない。



海岸ツィムシアン語の使役接辞について

b  kji16:-1           'to stOp s.t.:(vt)

bl kjl16:-1-th_u    sO‐ mゝ j― u

stop― Caus― Tr-lsg  pick― berry-lsg

'I quit picking berries'

(30)a.  hal`ls              'to 、vork'(vi)

al  ha161s― o―iu

work―E-lsg

'I 、vork.l

b   hal,ls― o‐n          'to hire s.o.'(vt)

b'. hal`ls― o― n‐ th‐ o―iu=t       ルlildred

work― E―Caus―Tr_E-lsg=CN  (name)

'A/1ildred hired me.'

次に拘束語根についた例をあげる。aに拘束語根の形を、bと blに は同 じ語

根を含む語幹 とその文例を (語根 の意味を知 る手がか りとす るため)、 cと c'

には ‐1に よって派生 された他動詞語幹 とその文例 をあげる。

(31)a  h61-

b  h61‐ tk            'to be full, to get full'(vi)

b'. kWol―h61tk=a    no‐」u:‐Ju

quickly full=CN Pos―basket-lsg

'ゝ/1y basket got full quickly.'

c  h6:-1             'tO fill s t'(vt)

d ia ha_1_th_u    nOⅢ :巧u

TA  (full)― Caus― Tr_lsg Pos― basket-lsg

'I filled my little basket.'

(32)a.j`:wq―
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b.j`:wx― k        to eaザ (宙 )

bi. JakWa 」a:wxkW― u

TA  eat-lsg
il anl eating.'

c.j`:w4‐ a‐n      ■o feed s.o'(vt)

ご.tom j`:w4-a_n_th‐u=t     Papa
TA (eat)― E―Caus―Tr lsg=CN (name)

'I'rn going to feed Papa.1

ïが用 い られている例を以下 にあげる。‐iと の機能的差異 は観察 されていな

い。

(33) a.  p6:q               'to tear, to be torni(vi)

a'. pax― p6:q=a  s`キ onsk

Rdp― torn=CN paper

'The paper is all torn up.'

b pa4-a■     ■。tear s.t.'(vt)

bi tOm ?am ?aks― pax―p6:4‐ a‐ 1¨ th‐u        6om‐ sOk¨ s`↓Эnsk

TA  just spread― Rdp― tear― E―Caus― Tr-lsg in― Rdp― paper

'I'rn going to tear the paper bags open'

(34)a.  q6paq             'to be covered'(vi)

a'.q6paq=a   haiiltx6:xk ta   hak― h6ja

covered=CN  table     Prep Rdp― cloth

iThe table is covered with clothes.1

b.  q6paq‐ a‐1          'to cover s t.'(vt)
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ピ q6paq― a―卜th―u    hJitx6Ⅸ k ta hak― h6ja

covered― E―Caus― Tr-lsg table      Prep Rdp― cloth

'I cover the table 、vith a lot of clothes.1

(35) a   s`ks―

b  s`ks‐ k             ito be cleanl(vi)

b'.s`ksk=a ■ヽha

clean=CN  boy

'The boy is clean.'

c.  saks_。 _1          'to clean s t.'(vt)

c'. kso‐ s`ks‐ o‐ 1=s        Ricky  h61n

out― (clean)― E―Caus=CN (name)fish

'Ricky is cleaning the fish.'

_i(_1)が っ くことが観察されている語根には次のようなものがある。状態

を表すものが多いように思われる。

〈‐1(‐ 1)を とる自動詞語根〉

(36)    p6:q ito tear, to be torn',  q6paq ito be coveredi,

kjilb: ito stop',  hal`ls ito M′ ork',  t(h: 'to be dead',

s6:lk 'to be dangerous',  lokskj`t ito be different' ….

〈_1(_1)を とる拘束語根〉

(37)   saks_('cleani), h61‐ (ifull'), 6om`:_ Csweet,tasty),

j`:wq― Ceaザ), 1斜‐Csloep(pl)'), ij6:q― Crun away').¨

‐i(‐ 1)に より形成された他動詞の主語には次のようなものが観察された。

そのほとんどが人名、人称接辞をはじめとする、人を表すものであった。
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〈主語〉

(38)
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-u (lsg), -m tis Kayla 'Kayla and I', Mildred, Ricky,

Tiffany, Kayla, liapetkfu:*k 'kids', c6r{ 'clam' ...

目的語には次のようなものがみられた。人間、動物、物、さらには「ベ リーを

摘む」という行為まで、多様であった。

〈目的語〉

(39)    ‐lu(lsg), ‐u(lSg), A/1elissa, Carol, wan ideert, h6:n'fish',

k」 ik'fly', hashtts■ Ogざ , tisqヽquirrer, iju'my basketi,

somゝju 'picking berries', p`k 'book', beans ._

―Aは、人間が他の人間・動物・物などに対 して直接、意図的に働 きかけ、何

らかの状態変化をおこす際に用いられることが多いようである。

5 おわりに

以上、使役的な働きをもつ 3つ の接辞をとりあげ、その音形や働 きについて

記述をおこなった。 3つ の接辞の違いを簡単にまとめると次のようになる。

使役者/被使役者 語幹 (語根) 意図性

sЭ―  多様/多様

kWon―  人間/人間

‐i(‐ 1)主に人間/多様

状態を表す自動詞語幹

動作を表す自動詞/他動詞語幹

非意図的

意図的

(口 頭で被使役者に要求)

状態を表す拘束/自 由 (自 動詞)語根  意図的

値 傲 つ

今回は、過去の現地調査で得た自発的な資料をもとにしたが、より正確な記
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述をおこなうためには作例を用いた調査が必要である。今後の課題 としたい。

略号一覧

1/2/3 1st/2nd/3rd person   Caus Causative    CN connective

E epenthetic vowel          pl  plural          POs possessive

Prep preposition           Rdp reduplication   sg singular

SO. SOmeOne             s.t. something

TA tense aspect marker   tagQ tag question

Tr  transitive marker
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